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【概　要】

　歯周病が口腔内における感染症であることが明らかにされてから50年が経過している。その間に歯周病学は著しい発展を遂げ

、歯周病の病因・病態について解明が進み、また、効果的な歯周治療法が確立されつつあると言えよう。しかしながら、未だに

日本人の70%が歯周病に罹患していることから、今後更なる病因の解明とより効果的な治療法の開発が望まれている。

　このコースの目標は、歯周病学における基礎研究・臨床研究の実践に必要な知識と手技を身に付けるとともに、将来的な歯周

病専門医の資格取得をめざし、講義・実習によって、歯周病の疫学、病因、病態、治療法について理解を深め、臨床実習によっ

て個々の症例に応じた的確な歯周治療の実践のために必要な知識と技術を修得することである。

【学修目標】

　１．様々な歯周病の病態を説明できる。

　２．歯周病罹患を疫学的な観点から説明できる。

　３．歯周病の病因及び全身的・局所的なリスクファクターを説明できる。

　４．歯周病学関連の基礎研究に用いられる手技を理解し応用できる。

　５．歯周基本治療の目的と処置法について理解し、症例に応じて実践できる。

　６．歯周外科治療の目的と処置法について理解し、症例に応じて様々な術式を実践できる。

　７．歯周組織再生療法の目的と術式について理解し、症例に応じて実践できる。

　８．包括的な歯周治療を症例に応じて実践できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１ 講義 １）歯周病の疫学、病因、病態、治療法

２）各種 in vitro 研究の実際と用いられる分析方法

３）各種 in vivo 研究 (動物実験)

の実際と用いられる分析方法

４）学会発表及び論文作成

２ セミナー １）症例検討会の開催

２）基礎・臨床研究論文妙読会の開催

３ ブタの下顎を使った歯周外科手術及

び歯周組織再生療法の実習

４ 臨床実習 １）担当患者への歯周基本治療の実践

２）歯周外科手術及び歯周組織再生療法の見学及び介

助

３）担当患者への歯周外科手術及び歯周組織再生療法

の実践

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

　出席状況、提出物、臨床症例

【教科書】

授業中に指示する。

【参考書】

授業中に指示する。

【備考】

専門医取得に必要な症例数の半数以上があること。

【学修の準備】

　事前に提示した到達目標に合わせて、関連資料の収集・文献講読をしておくことが望ましい。


